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旭化成陸上部　長距離走指導教室

１００歳おめでとうございます！

　8月 1 日、九重・飯田高原クロスカントリーコースで旭
化成陸上部による、ここのえ緑陽中学校生徒対象の長距離
走指導教室が開催されました。
　旭化成陸上部は毎年九重町で合宿しており、町スポーツ
ツーリズム推進会議（会長・日野町長）からの要請で初め
て実現しました。
　当日は、宗猛総監督、西監督をはじめとする選手・スタッ
フ 9 名からストレッチや体幹トレーニングの方法、走る
際の基本動作などを教えていただいた後、選手とのジョギ
ングやミニレースを行いました。

　８月 25 日、佐藤トクヱさん（後野上）が
100 歳の誕生日を迎えられました。
　佐藤さんが入所されている施設を日野町長が
訪問しました。町長は賞状・花束・記念品を贈
呈し、「これからもご家族と一緒に長生きをし
てください」とお祝いの言葉を贈りました。
　佐藤さんは編みかごなどの手芸が得意で、食
事は好き嫌いなくなんでもよく食べるそうです。
九重町最高齢をめざしてください。

自然公園クリーン作戦

　７月 27 日～８月 25 日にかけて阿蘇くじゅう国
立公園内にて「自然公園クリーン作戦」を実施しま
した。
　クリーン作戦は「自然公園クリーンデー」である
８月第 1 日曜日の前後で、全国的に実施される大規
模な清掃活動です。町内外の各種団体からの参加者
164 名が、道路沿いのごみ拾いを行い、不燃・可燃
袋合わせて 70袋のごみを回収しました。

大岳発電所５０周年記念・安全祈願祭

　８月９日、大岳発電所 50 周年記念・安全祈願祭
が行われました。大岳発電所は、昭和 42 年８月 12
日に営業運転を開始し、今年で 50周年を迎えます。
　今後は発電所建物の更新工事を行い、出力は
12,500ｋＷから14,500ｋＷに増強される予定です。
14,500ｋＷの電力は１日で約 4,800 世帯分の電力
になります。

旭化成陸上部選手と一緒にジョギング。生徒
たちは「選手は、とても速かった。毎日の積
み重ねが必要と学んだので、もっと頑張りた
い」と今後の意気込みを語っていました。

話題①

話題③ 話題②

話題④

安全祈願祭の様子

そうたけし
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大
分
県
の
放
送
予
定

応
　
募
　
期
　
限

12
月
４
日（
月
）〜
12
月
８
日（
金
）

12
月
４
日（
月
）〜
12
月
８
日（
金
）

10
月
23
日（
月
）
必
着

応
　
募
　
内
　
容

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性
別
、年
齢
、思
い
出
の
場
所
、

風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド（
７
０
０
字
以
内
）

応募方法

〔番組ホームページ〕
http://nhk.jp/kokorotabi 
FAX　03-3465-1327

〔郵送〕
　〒150-8001
ＮＨＫ「こころ旅」係

写真提供NHK

第 23 回 九重ふるさと祭り
【日時】10月 21 日（土）～ 22日（日）
　　　　〔両日〕午前 10時～
【会場】九重町保健福祉センター前駐車場、
　　　  九重町活きいきランド周辺

お問い合わせ
企画調整課　まち・ひと・しごと戦略グループ　☎ ７６―３８０７

※

今
月
の
九
重
町
第
４
次
総
合
計
画
中
間
報
告
は
、

　
休
載
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

番組ホームページまたは郵送でも募集しています。
※用紙は問いませんが、各地区公民館に応募用紙を準備しています。
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第42回　九州中学校軟式野球競技大会　出場
８月４日～６日（鹿児島県）

野
球
部
・
吹
奏
楽
部
・
ホ
ッ
ケ
ー
部

壮 

行 

会

　

８
月
３
日
、
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
こ

こ
の
え
緑
陽
中
学
校 

野
球
部
・
吹
奏
楽
部
・

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホッケー部　出場おめでとうございます

野球部

　８月５日、石垣中学校（沖縄県）と対戦し、惜しくも
初戦突破とはなりませんでしたが、九州大会を経験
し、今後ますますの活躍を期待しています。

　７月 26 日から 28 日の３日間で開催された第 55
回大分県中学校総合体育大会第３位で九州中学校軟
式野球競技大会の出場権を獲得しました。



ここのえ緑陽中学校　野球部・吹奏楽部・
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第13回 南九州小編成吹奏楽コンテスト　出場
８月 11 日（大分市　iichiko グランシアタ）

　７月 27 日、第 54
回大分県吹奏楽コン
クールで見事金賞を
受賞し、南九州吹奏
楽コンテストに出場。
　昨年に引き続きの
出場となり、今大会
も見事銀賞を受賞し
ました。

　８月 18日、玖珠
郡で開催された全日
本中学生ホッケー選
手権大会開会式では
歓迎アトラクション
として吹奏楽部が演
奏しました。

【下段写真】右ページから野球部・吹奏楽部・ホッケー部
壮行会では、各関係者から激励のお言葉をいただき、各部のキャプテンが決意表明をしました。

吹奏楽部



第47回 全日本中学生ホッケー選手権大会　出場
８月18日～21日（九重町多目的グラウンド・メルヘンの森スポーツ公園）
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予選リーグ（８月19日）
【男　子】
Eブロック
ここのえ緑陽中学校
瀬戸中学校（岡山県）
織田中学校（福井県）

予選リーグ（８月19日）
【女　子】
Aブロック
ここのえ緑陽中学校
横田中学校（島根県）
篠山・丹南中学校（兵庫県）

決勝リーグには残れま
せんでしたが、攻守に
わたり選手一丸となっ
て相手チームに立ち向
かっていました。

　７月23日、第47回全日本中学生ホッケー選手権大会九州地
区予選が開催され、男子第４位、女子第３位の結果でしたが、
開催地枠で出場が決まりました。
　８月18日の開会式では、選手宣誓を行いました。

ホッケー部



お問い合わせ 　　教育振興課　☎７６－３８３４

　最初は緊張していましたが、徐々に慣れ素晴らしいガイ
ドぶりを発揮しました。教室では体験できない、よい学習
のまとめができました。

　６年生が総合的な学習のま

とめとして、３年生の時より

積み重ねてきた「タデ原湿原」

学習のまとめを行ないました。

　７月 29 日（土）のくじゅ

うフェス開始日に“タデ原

キッズガイド”と称して、訪

れた観光客

の方々にタ

デ原湿原の

素晴らしさ

をガイドし

ました。

《飯田小学校》
　３年生～６年生が地域の方

に教わりながら、ホタルの飼

育・観察を行なっています。

６年生は、ホタル学習の集大

成として６月に行われた宝泉

寺ホタル祭りで、まとめを発

表しまし

た。

《淮園小学校》

　５年生が九重町のブルーベ

リー栽培について学んでいま

す。

　６月28日（水）、ブルーベ

リー農家の安達さんから生

産・販売につ

い て 話 を 聞

き、農園を見

学しました。

《南山田小学校》
　２年生は地域で働く人につ

いて調べ、職場体験学習を実

施・交流する取組を行なって

います。

　７月 14 日（金）、九重町内

で仕事をされている方々を招

いて、職業人講話を行ないま

した。講師の方々は、「九重町

で仕事をしたい」「九重町を

もっと盛り上げたい」との思

いを持っています。

　２年生は講師の方を交えた

グループ討議を通して、職業

について、生

き方について

真剣に考えま

した。

《ここのえ緑陽中学校》

　ビジターセンターで綿密
な打ち合わせを行う６年生

立
て
看
設
置

　宝泉寺ホタルを守る会
の矢野さんがゲスト
ティーチャーです。詳し
く教えてもらいました。

　５年生は熱心にメモを
取り、わからないことは
質問しながら学習を深め
ました。

　４、５年生はホタル採
りを行ないます。保護者
や地域の方の力を借りま
した。

　講師の方は、生徒の声
に熱心に耳を傾けていま
した。話にも自信と説得
力があり、生徒も聞き
入っていました。

　大勢のお客さんの前で
堂々とした発表ができま
した。地域や伝統を守る
大人に育っていくことで
しょう。

「ここのえ学」の取組を紹介します！「ここのえ学」の取組を紹介します！
「ここのえ学」では「ふるさとを学び、夢や志を抱き、
ふるさと九重を大切にする人づくり」をめざします。

９月号では４校、11月号
では３校を紹介します。

　ブルーベ
リーを試食
させてもら
いました。

　講師陣のグ
ループ名は
「ブリリアン
ト・９」
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　大分県教育委員会から指定を受けて２年目になりま
す。県下16校が指定を受けています。

　この事業では、生徒の進路実現を図るための「学力
向上」プロジェクトと課外活動等の充実により学校の
特色化・魅力化を推進する「学力プラスワン」プロ
ジェクトに取り組みます。
　玖珠美山高校では一層の魅力、特色づくりを推進する
取組を計画しています。

玖珠美山高校の
魅力・特色づくりに向けて

「地域の高校
　 活性化支援事業」

美山グローカルプロジェクトⅡ　

ＭＧＰⅡ（Miyama　Glocal　Project Ⅱ）

地域に愛され信頼される学校創り

公務員志望者への基礎講座

や、就職ガイダンスで就職

力もアップ！

夏季学習合宿、補習など

で、学力向上

英語で学校の魅力を発信す
るプロモーションビデオを
作成！出身中学校での高校
説明会参加

難関大学・国立大学希望者

特別講座（普通科）

バークマットの研究では、
特許も取得。地域農家との
連携により新たな研究成果
の期待

学力の向上だけでな

く、１・２年生の難

関大学志望者の東京

つくば研修、県教委

事業（SSH）などへ

の参加により進路意

識・チャレンジ精神

の向上も図っていま

す。

オープンスクール。中学生

や保護者に美山高校の魅力

をアピール

毎月開催の美山マル

シェやバークマット

の研究など地域連携

も進んでいます。ま

た、様々な機関との

関わりの中で、他の

高校にはない美山高

校の魅力を地域へ発

信しています。

①学力向上
進路希望達成のための進学力・
就職力の向上

〇予備校講師を招いての難関大学対策講座

〇専門学校の講師を招いての講座

〇就職・進学ガイダンス
　その他にも、地元で活躍する方から学ぶ講座
「玖珠の匠・達人に聞く」など

②学力プラスワン
地域産業科の地域農家などとの連携、
玖珠美山高校の魅力を中学生に伝
える取組
〇美山マルシェ、美山収穫感謝祭

〇地域農家、関係機関などとの連携

〇中学校との連携による広報活動など

グローカルとは、グローバルな

視点でローカル（地域）を考える

という意味の造語です！

8広報ここのえ　９月号

変化を機会に、そして挑戦へ !
Change→Chance→Challenge! 玖珠美山通信 玖珠美山高校

☎（72）1148No.25
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住民課からお知らせ

健康福祉課からお知らせ

10月の
年金相談

今月の納税

日時　10月25日（水）午前10時～午後３時
場所　九重町役場１階　101会議室　※予約制 ☎0973－22－6174

納期限　10月２日（木）【町県民税 第２期・国民健康保険税】

お問い合わせ　　

０５７０ー０１１ー０５０

後納制度 （国民年金保険料の後納期限の延長） をご利用ください！

　国民年金制度は、20 歳から 60 歳に到達するまでの 40 年の間に国民年金保険料を納めていただくことで満額
の老齢基礎年金を受給することができます。
　しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れにより国民年金の資格期
間がない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなってしまうことがあり
ます。
　このような事態を避けるために、国民年金保険料の納めることができる期間が過去２年から過去５年に延長さ
れています。
　ただし、既に老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は、納めることができませんので、ご注意願います。
　なお、後納保険料を納付するためには事前にお申し込みいただき審査させていただくことになります。審査の
結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。
　詳しくは、下記「国民年金保険料専用ダイヤル」または日田年金事務所へお問い合わせください。

注意：５年の後納を利用できる期間は、平成 30年９月 30日までです。

お問い合わせは『国民年金保険料専用ダイヤル』へ！

＜受付時間＞ 　月～金曜日 午前８時 30 分～午後５時 15分 
　　　　　　　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後 7：00 まで延長
　　　　　　　第２土曜日 午前９時 30 分～午後４時 
　　　　　　　（祝日、12月 29 日～１月３日はご利用いただけません。） 
　　❒０５０から始まる電話でおかけになる場合は　０３-６７３１-２０１５にお電話ください。
❒お問い合わせの際は、年金手帳など基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

九重町役場　住民課
国保年金グループ
☎７６－３８０２

日田年金事務所
☎0973－22－6174

シリーズ『権利擁護』① 高齢者虐待
今回より２回にわたって、高齢者虐待及び成
年後見制度について紹介します。
まず第１回目は「 高齢者虐待 」についてです。

・高齢者が他の人から、生命、健康、生活を損なわれるような「不当な扱い（権利侵害）」 
　を受けている状態をいいます。

・近年、高齢者に対して行うべき介護や世
話が放棄・放任されたり、高齢者が身体
的あるいは心理的な攻撃を受けたりする
ような事態が、家庭や介護施設などで表
面化し社会的な問題となってきました。

・このような状況を踏まえ、平成 18年 4月
より施行されたのが「高齢者虐待防止法」
です。

・高齢者虐待防止法は、
不当な扱いを受けて
いる高齢者の権利を
守るための制度です。

1）高齢者虐待とは？

2）高齢者虐待防止法の制定 3）このような行為をすると虐待になります

次回は「 成年後見制度 」を予定しています。
お問い合わせ　　健康福祉課　福祉グループ　☎７６－３８２１　地域包括支援センター　☎７６－３８６３

国民年金広場国民年金広場



　家庭から出る生活排水がどのように処理されているか意識したことはありますか？

　　①合併浄化槽に流れ込み、処理されてから排出されている

　　②汚れたまま水路や川へ排出されている

　みなさんの家ではどうでしょう。合併浄化槽が設置されていない家庭は九重町内で

約半数あり、それらの家庭からトイレ以外の生活排水がいわゆる垂れ流し状態になっ

ています。水質汚濁の原因第１位は、この生活排水の垂れ流しです。生活排水を適切

に処理するには合併浄化槽の設置が不可欠です。九重町では新たな合併浄化槽の設置に対しての補助や、単独浄

化槽からの転換の際の単独浄化槽撤去費の補助を行っていますので、ぜひご検討ください。

　

設置後の維持管理はしっかりと！

　合併浄化槽を設置しても適切な維持管理をしなくては、合併浄化槽の浄化機能が落ちて

しまいます。合併浄化槽の適切な維持管理のために、次の３つをしっかり行いましょう。

　　①保守点検・・・知事登録を受けた業者

　　②清　　掃・・・許可を受けた清掃業者

　　③法定検査・・・大分県環境管理協会

　そんなにあるの？と思うかもしれませんが、保守点検では機械などの調整や空気量などの設定を行い、浄化槽

の機能維持を図ることを目的とし、20人槽以下の浄化槽は４月に１回行うことと定められています。清掃は、

年に１回保守点検の内容を踏まえ清掃作業を行い、汚泥の引き抜きなど行うことで浄化槽を正常な機能が発揮で

きる状態に回復することが目的です。法定検査は、毎年１回定期的に行い、保守点検や清掃が適切に行われてい

るかを水質の検査をすることで判断しますので、しっかり検査を受けましょう。

各種届け出は忘れずに！

　次の場合には届け出が必要になりますので、西部保健所まで書類を提出してください。特に、単独浄化槽から

合併浄化槽に変えた方で、単独浄化槽の廃止届を出すのを忘れている場合や、浄化槽の持ち主が変わった際の設

置者変更を忘れている場合が多いようなので、必ず届け出ましょう。

人　　　槽

５　人　槽

７　人　槽

10　人　槽

単独浄化槽撤去費補助金

新築での設置 既存住宅での設置

532,000円

614,000円

748,000円

120,000円

332,000円

414,000円

548,000円

 ―　　

浄化槽を設置する

浄化槽を使用開始した

浄化槽の設置者が変わった

浄化槽を廃止した

長期間家を空けることになった

浄化槽設置届出書

浄化槽使用開始報告書

浄化槽設置者変更届

浄化槽廃止届

浄化槽休止報告書

届け出書類は県のHPからダウンロードできます。

（http://www.pref.oita.jp/soshiki/13400/jokaso-yoshikishu.html）

浄化槽の日は、浄化槽の普及促進及び浄化槽法
の周知徹底を通じて、生活環境保全及び公衆衛
生の向上を図るとともに公共用水域の水質保全
に資することを目的とした記念日です。

10月1日＝浄化槽の日

合併浄化槽
設置補助金
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か ら お 知 ら せ

セ　ン　タ　ー　　☎７６－３８３８



　インフルエンザは、かぜに比べて感染力が強く症状が重いので、乳幼児や高齢者など抵抗力が弱い

人は、肺炎などの合併症を起こしやすく、命にかかわる危険もあります。

　予防接種をすれば100％感染しないわけではありませんが、感染しても重症化や死亡を防げるとい

われています。ワクチンの有効期間（接種後約２週間～約５カ月間）を考えると、流行前の10月中

旬から12月上旬ごろまでに接種をすませるのが理想です。

　また、九重町では下記の方を対象に、インフルエンザ予防接種費用への助成をおこなっています。

今年も早めの予防接種で、インフルエンザに備えましょう。

　■対　象　者　①65歳以上の方

　　　　　　　　　②60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓又は呼吸器の機能に、自己の身近の

日常生活活動が極度に制限される程度の障がいを有する方、及びヒト免疫不全

ウイルスにより、免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する

人（かかりつけ医にご相談ください）。

　■接 種 期 間　平成29年10月～平成30年１月31日まで

　　　　　　　　（接種開始の時期は、医療機関によって異なります。かかりつけの医療機関にお尋

ねください。）

　■接 種 回 数　１回

　■接種医療機関　大分県内の医療機関

　　　　　　　　（予防接種ができない医療機関もありますので、かかりつけの医療機関に予防接種

ができるかお尋ねください。）

　■接 種 費 用　自己負担　１，０００円

　　　　　　　　　但し、生活保護世帯の方（上記対象者の①または②の方）は、西部保健所地域福

祉室の発行する「生活保護受給者証明書」を持参すれば「無料」で接種できま

す。

　手続き等の詳細については、『平成29年度　広報ここのえ別冊号』の16ページを合わせてご覧くだ

さい。

　■対 象 者　  九重町に住民票のある、生後６カ月～中学３年生終了前までの方

　■助成内容　【助 成 額】年度内において、１人１回当たり1,000円

　　　　　　　　　　　　（助成額を超える接種費用については自己負担になります）

　　　　　　　【助成回数】生後6カ月以上13歳未満・・・２回まで

　　　　　　　　　　　　　13歳以上の方・・・１回まで

　■接種期間　平成29年10月～平成30年１月31日まで

（接種開始の時期は、医療機関によって異なります。かかりつけの医療機関にお尋ねください。）

高齢者インフルエンザ予防接種（定期予防接種）

子どもインフルエンザ予防接種（任意予防接種）

高齢者・子どもインフルエンザ予防接種のお知らせ
10月から始まります！10月から始まります！
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ア
オ
イ
科
の
の
落
葉
低
木
。
イ
ン
ド
中
国
が

原
産
。
耐
寒
性
が
強
く
、
北
欧
ま
で
栽
培
さ
れ

る
。
中
国
名
を
﹁
木
槿
︵
ム
ー
ジ
ン
︶﹂
と
呼
ぶ
。

音
読
み
で
﹁
も
く
き
ん
﹂
が
変
化
し
て
﹁
む
く

げ
﹂
に
な
っ
た
と
か
。
強
い
木
で
枝
を
折
っ
て

地
面
に
刺
し
て
お
く
と
い
つ
の
間
に
か
根
付
く
。

  

﹁
そ
れ
が
し
も
そ
の
日
暮
ら
し
ぞ
花
木
槿
﹂
と

い
う
小
林
一
茶
の
句
は
有
名
。

木
槿

復
興
の
鳥
居
く
ぐ
る
や
稲
の
花 　
　
　
　
　

  

吉
光
ヨ
ウ
子

　
　

熊
本
地
震
で
被
害
に
遭
っ
た
ど
こ
か
の
神
社
で
し
ょ
う
か
。
復
興
し
た

　
　

後
の
秋
に
参
拝
、
稲
の
花
が
復
興
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

晴
れ
た
日
に
ひ
と
際
目
立
つ
稲
の
波　
　
　

   

森
髙
マ
サ
ヨ

　
　
「
晴
れ
た
日
」
と
「
稲
の
波
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
、
も
う
ひ
と
際
目
立
っ

　
　

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
言
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

一
年
中
で
一
番
、
い
い
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夕
月
や
蒼
き
湧
蓋
に
近
ず
き
ぬ　

  　
　
　
　

 

林　
　

香
澄

　
　

月
に
照
ら
さ
れ
た
湧
蓋
山
。
見
て
い
る
と
近
づ
い
て
き
そ
う
で
も
あ

　
　

り
ま
す
。
毎
日
見
て
い
る
ふ
る
さ
と
の
山
も
時
間
と
場
所
で
違
う
も

　
　

の
で
す
。
美
し
い
情
景
が
目
に
…
。

　10 月号も引き続き「自由題」としますが久しぶりに「兼題」も挑
戦してください。兼題は「長月」「良夜」とします。奮ってご応募く
ださい。締め切りは９月末日（必着）です。ハガキまたはハガキ大の
用紙に住所、氏名、年齢、電話番号をご記入の上、役場（企画調整課）
まで提出してください。今月号は広報ここのえの中にハガキを入れ込
んでいますので、切取ってご利用ください。初挑戦、大歓迎です。　
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（選者　こごりゅうしょう）

数
珠
玉
や
夕
日
は
橋
を
渡
り
ゆ
く　
　
　
　

 

井
上　

則
子

電
子
辞
書
こ
と
ば
の
い
ろ
は
な
ぞ
る
秋　
　

 

永
松
左
世
美

朝
顔
の
蔓
伸
び
き
っ
て
空
は
青　
　

         

髙
倉　

直
人

蜻
蛉
の
つ
か
ず
離
れ
ず
杭
の
先　
　
　
　
　

 

藤
澤　

泉
渓

煩
悩
を
す
り
お
ろ
し
け
り
夏
大
根　
　
　
　

 

小
川　

良
子

露
草
や
空
色
に
咲
き
楚
々
と
し
て　
　
　

 　

吉
光　

好
美

満
月
や
お
と
ぎ
話
も
過
去
の
も
の　
　
　
　

 

藤
澤　

節
子

蝉
の
声
剪
定
終
え
し
ひ
と
日
か
な　
　

      

吉
光　

昭
眞

味
噌
汁
の
具
材
た
く
さ
ん
秋
の
声　
　
　
　

 

原
田　

孟
一

雲
間
か
ら
水
面
に
映
る
秋
の
月　

           

吉
光　

静
子

今
月
の
暗
誦
句

　
ひ
と
り
ゐ
の
兄
は
さ
び
し
や
花
木
槿
　
　
山
口
　
青
邨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

︵
夏
　
草
︶

　
宵
の
星
か
た
み
に
灯
し
木
槿
咲
く
　
　
　
角
川
　
源
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

︵
河
︶

　
一
株
の
木
槿
の
こ
し
て
舗
装
さ
る    

　  

熊
谷
連
生
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
天
籟
通
信
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
）「
ひ
と
り
い
の
・
あ
に
は
さ
び
し
や
・
は
な
む
く
げ
」
と
い
う
よ
う
に
五
音
・
七
音
・
五
音
を
軽
く

　
　
　

切
っ
て
読
み
ま
し
ょ
う
。
リ
ズ
ム
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

読者 俳 句

「
数
珠
玉
」
と
「
夕
日
」「
秋
の
夜
長
」
と
「
電
子
辞
書
」「
朝
顔
」
と
「
空
の
青
」。
季
語
と
そ
う
で
な

い
事
物
が
つ
か
ず
離
れ
ず
響
き
あ
っ
て
い
ま
す
。
俳
句
は
思
い
を
述
べ
す
ぎ
な
い
、
読
む
側
に
任
せ
る

こ
と
。
こ
れ
を
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

今
月
の
優
秀
句
　
　「
自
由
題
」

（
評
）

俳人の言葉⑥　　「俳句は詠む人間と読む人間がいて初めて俳句たりうる」　　　小林恭二

今
月
の
花

む
く
げ

せ
い
そ
ん

と
ん
ぼ
う

つ
る

じ
ゅ
ず
だ
ま

び
ゃ
っ
こ

あ
お
の
す
け

ふ
ろ
う
に
ん

そ
　
そ

わ
い
た

ぼ
ん
の
う

げ
ん
よ
し

れ
ん
し
ょ
う
ぼ
う
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７
月
号
で
「
俳
句
と
川
柳
の
違
い
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

川
柳
と
俳
句
は
境
界
線
が
複
雑
で
す
ね
。
違
っ
て
い
る
よ
う
で
重

な
っ
て
ま
す
。
季
語
が
や
た
ら
目
立
つ
川
柳
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

川
柳
で
も
あ
り
俳
句
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。
た
だ
川
柳
は「
口
語
」

が
主
体
で
切
れ
の
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
う
が
ち
・
お
か
し
み
・

か
る
み
」
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
読
み
手
と

い
う
よ
り
、
作
り
手
（
作
者
）
が
川
柳
と
言
え
ば
川
柳
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
さ
さ
か
回
答
に
は
な
り
ま
せ

ん
が…

お
許
し
願
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
川
柳
作
家
の
作
品
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

酒
の
燗
き
ょ
う
一
日
の
愚
を
溶
か
す　
　

奥
田　

白
虎

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
径
駆
け
て
ゆ
き
母
に
着
く　

草
刈
蒼
之
助

　

あ
き
ら
め
て
歩
け
ば
月
も
歩
き
出
し　
　

小
林
不
浪
人

俳
句
な
ん
で
も 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
⑦

Ａ
⑦



歳時記　応募ハガキ

大分中央局
承　認

4245
差出有効期間
平成31年８月
31日まで
　
（切手不要）

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上
八
番
地
の
一

九
重
町
役
場　

企
画
調
整
課

「
歳
時
記　

読
者
俳
句
係
」
行

８７０ー８７９０

こ
の
ハ
ガ
キ
は
平
成
31
年
８
月
31
日
ま
で
使
え
ま
す
。　
　
　
　

点
線
部
分
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。大分中央局

承　認

4245
差出有効期間
平成31年８月
31日まで
　
（切手不要）

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上
八
番
地
の
一

九
重
町
役
場　

企
画
調
整
課

「
歳
時
記　

読
者
俳
句
係
」
行

８７０ー８７９０

大分中央局
承　認

4245
差出有効期間
平成31年８月
31日まで
　
（切手不要）

大
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県
玖
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郡
九
重
町
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字
後
野
上
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番
地
の
一

九
重
町
役
場　

企
画
調
整
課

「
歳
時
記　

読
者
俳
句
係
」
行

８７０ー８７９０
大分中央局
承　認

4245
差出有効期間
平成31年８月
31日まで
　
（切手不要）

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上
八
番
地
の
一

九
重
町
役
場　

企
画
調
整
課

「
歳
時
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読
者
俳
句
係
」
行

８７０ー８７９０
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。
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九重文化センター  ☎７６－３８８８

　　　地域食・行事食を一緒に作ってくださる方を募集します !!
九重くらしの学校の受講生の皆さんに、地域食や行事食を教えてくれませんか？
呼び名は『講師』『先生』ですが、かしこまったことではなくご家族に教えるように一
緒に作って頂ければと考えています。
全て適量！目分量で構いません！
わいわいと楽しく活動をしています。是非一緒に活動しましょう！
教えて頂きたい内容は下記のとおりです。九重文化センターまでお申し込みください。

申込み・お問い合わせ

九重

くらしの学校くらしの学校くらしの学校
　８月 27 日（日）第５回授業が開催されました。今回の授業内容は、盆鱈と盆団子作りということで、この地
域ならではの季節の料理を教わりました。
煮付ける前の鱈おさ※を見た感想は、「よくこれを食べようと思ったよね～。」というものでしたが、この地域では、
お盆になるとどの家庭でも出てくるほどの定番料理です。盆団子の形もこの地域独特のもので、「どうしてこの
形になったのだろうね？」という話題で盛り上がりながら、楽しく作ることが出来ました。
　またこの日は、「セルフリンパマッサージ」を一緒に行いました。老廃物が排出される仕組みを教わり、実際
に自分でマッサージが出来るように、明るく楽しく教えて頂き、終わる頃には皆さんの顔色が明るくなり、少し
小顔になっていたように思います。
　盆鱈も盆団子も、九重町のお盆には欠かせない料理です。自分で作るには敷居が高いような気がするかもしれ

ませんが、『意外と気軽に作れそう。』という感想もありました。奥
深い郷土料理を、ずっとこの先も引き継いでいきたいですね。
※鱈おさ…鱈のアゴから胃の部分を乾燥させたもの

広報ここのえ　９月号15

月
10月

11月
12月

1月

2月

3月

地域食・行事食

　ゆず胡椒づくり・　干し柿づくり

　子育て団子汁

にわとり汁

恵方巻き

手作りこんにゃく

みそ仕込み

冠婚葬祭マナー

自然の薬

掃除の知恵

セルフ足もみ講座

石鹸洗剤の上手な使い方

防災

+αの講座 開催日
10月 29日

11月 26日

12月 24日

１月 28日

２月 25日

３月 25日

募集 !!募集 !!

決

決

決

※10・11月については、既に決定していますのでご了承ください

ぼんだら
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九重ふるさと九重ふるさと
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九重ふるさと自然学校　
2017 年度 ( 下半期 )、九重ふるさと自然学校では下記のプログラムを実施
予定です。奮ってご参加ください。

秋のボランティア
ワークキャンプ
秋のボランティア
ワークキャンプ

　春の野焼きに向けた防火帯整備とドラム缶炭窯を使った炭焼きを
行います。野焼きは良好な草原環境を保全するために不可欠であり、
炭の材料として雑木林の木を切ることは、木の萌芽更新を促し、生
物多様性に富んだ雑木林の維持につながります。九重の多様な自然
環境保全のために力を貸してください。夜は温泉で体をいやし、心
ゆくまで語らいましょう。
日　時：11月18日（土）～19日（日）　午後１時30 分～
　　　　※1泊 2日、終了予定　翌日午後２時
参加費：無　料　　　対　象：社会人および学生

　当校の生きもの豊かな「自然共生型田んぼ」で育った稲からとれ
たワラを使ってしめ縄を綯（な）い、正月飾りをつくります。野外
活動で正月飾りの材料をそろえ、オリジナルの正月飾りや来年の干
支の置物づくりにチャレンジ！

日　時：12月2日 ( 土 )　 午後１時３０分～４時
参加費：大人 500 円　　子ども (小中学生 )300 円
対　象：小学生以上

しめ縄綯いと
正月飾りづくり
しめ縄綯いと
正月飾りづくり

　男池湧水群やかくし水までの観察路を散策しながらのバードウォッ
チング。冬は落葉で視界が開け、鳥たちが観察しやすくなるため、バー
ドウォッチングがしやすい季節です。九重の山で懸命に越冬する冬鳥
たちに会いに行きましょう。初心者の方でも大丈夫です。
日　時：12月9日 ( 土 )　午前９時３０分～正午
参加費：大人 500 円　子ども (小中学生 )300 円
※男池園地利用のため、別途、清掃協力金（100円 /１人）が必要
対　象：小学校 3年生以上

冬のくじゅう
バードウォッチング
冬のくじゅう
バードウォッチング

お問い合わせ　　九重ふるさと自然学校　　☎７３－０００１

「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロウィ
ンジャンボミニ」が、10月 11日（水）か
ら全国で２種類同時発売されます。

「オータムジャンボから衣替え！ハロウィン
ジャンボは、１等・前後賞合わせて５億円！」
１　　等　３億円　×　 10 本
前後賞各　１億円　×　 20 本
２　　等　1,000 万円×20本
※当せん本数は販売総額300億円・10ユニッ  
　トの場合

「たくさん当たる ! ハロウィンジャンボミニ
が新登場 ! 今回のミニは１等の前後賞つき !」
１　　等　3,000 万円　×40本
前後賞各　1,000 万円　×80本
２　　等　50万円　×   400 本
※当せん本数は販売総額 120 億円・４ユニッ
　トの場合



図書館だより図書館だより ほんの森9月号 平日 午前10時〜午後６時　土・日  午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76−3888

●児童書・コミック
ぼくとばく　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木 のりたけ
ようかいりょうりばんづけ　　　　　　　　　　　  澤野 秋文 
ミニオンズ　バナナバナナバナナ！　　　　　  レナウド・コリン
ペネロペとハローキティりんごケーキをつくる　 アン・グットマン
くらべた・しらべたひみつのゴキブリ図鑑　　　　　　  盛口 満 
ざんねんないきもの事典　続　　　  今泉 忠明、下間 文恵　他
かんたん・かわいい・おしゃれ！子どもの手芸レッスンＢＯＯＫ
ジョージと秘密のメリッサ　　　　　　　　アレックス・ジーノ
カーサの猫村さん　４　　　　　　　　　　　　   ほし よりこ 
●一般書
船参宮　新・酔いどれ小籐次９巻 ( 文庫 )　　　  佐伯 泰英
検察側の罪人　上・下 ( 文庫 )　　　　　　　　  雫井 脩介 
セシルのもくろみ（文庫）　　　　　　　　　　　 唯川 恵
徘徊タクシー ( 文庫 )　　　　　　　　　　　　  坂口 恭平
嵯峨野花譜　　　　　　　　　　　　　　　　　   葉室 麟
とるとだす　しゃばけシリーズ１６巻　　　　　   畠中 恵 
１９３４年の地図　　　　　　　　　　　　　   堂場 瞬一
福袋　　　　　　　　　　　　　　　　　　   朝井 まかて
宮辻薬東宮　　　　　　　　  宮部 みゆき、辻村 深月　他
チェーン・ピープル　　　　　　　　　　　　   三崎 亜記 
ネメシスの使者　　　　　　　　　　　　　　   中山 七里
美女は飽きない　　　　　　　　　　　　　　   林 真理子
竜宮城と七夕さま　　　　　　　　　　　　　   浅田 次郎
死の準備教育　　　　　　　　　　　　　　　   曽野 綾子
質問老いることはいやですか？　　　　　　　   落合 恵子
本と映画のはなし。　　　　　　　　　　マガジンハウス
書店員Ｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　   長江 貴士

多動力　　　　　　　　　　　　　　　　　　  堀江 貴文
「成功曲線」を描こう。　　　　　　　　　　　　石原 明
「モテる男」と「嫌われる男」の習慣　　　　　　今井 翔
中１ギャップを乗り越える方法　　　　　　　   渡辺 弥生
限りなくシンプルに、豊かに暮らす　　　　　   枡野 俊明 
無名でもすごい超優良企業　　　　　　　　　   田宮 寛之
定年後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   楠木 新
人の数だけ物語がある。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　文化放送「大竹まことゴールデンラジオ！」
ルポ農業新時代　　　　　　　　　　　　読売新聞経済部
ある日うっかりＰＴＡ　　　　　　　　　　　   杉江 松恋
日本の覚醒のために　　　　　　　　　　　　　   内田 樹 
命の意味命のしるし　　　　　　  上橋 菜穂子、齊藤 慶輔
図解ダイエットは運動１割、食事９割　　　　　   森 拓郎
その認知症ケアは大まちがい！　　　  三好 春樹、東田 勉
北欧テイストの編み込みこもの　　　　　　   木下 あゆみ
生け雑草　　　　　　　　　　　　　　　　   小林 南水子
ロンドンのかわいいアトリエ　　　ジュウ・ドゥ・ポゥム 
焼きそば　　　　　　　　　　　　　　　　　   満留 邦子
魚で、まちづくり！　　　　　　　　　　　　   行平 真也
最高の１枚を「撮る・仕上げる」で生み出す超絶写真術　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   別所 隆弘　他
キッチンでできる草木染めレッスン帖　　　　   佐藤 麻陽
将棋から学んできたこと　　　　　　　　　　  羽生 善治
見落とされた癌　　　　　　　　　　　　　　  竹原 慎二
表参道のセレブ犬とカバーニャ要塞の野良犬　   若林 正恭
美文字の法則さっと書く一枚の手紙　　　　　　  根本 知

新刊・新着図書案内 ～スーパー猛暑がようやく去り、読書の季節がやってきました♪さあ、図書館へＧＯ！～
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催
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す
。
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、今
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な
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す
。

　

九
重
町
図
書
館
で
も
、
こ
れ
ら
の
本
は

人
気
な
の
で
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
、『
図
書
館
川
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は
ど
う
だ
ろ
う
？
と
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２
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前
募
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し
た
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た
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の
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な
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好
評
の
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を
閉

じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
秋
、
早
く
も
第
２
弾
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
か
ら
〈
図
書
館
・
本
・
読
書
〉
を
テ
ー

マ
に
し
た
川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
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ら
大
人
ま
で
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で
も
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加
で

き
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す
の
で
、
ふ
る
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て
ご
応
募
下
さ
い
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各
賞
に
入
選
さ
れ
た
方
に
は
、
心
ば
か
り

で
す
が
景
品
も
ご
ざ
い
ま
す
！
皆
さ
ま
が

考
え
た
、
図
書
館
川
柳
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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・
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五
十
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＊
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選
者
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「
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で
お
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じ
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ご
り
ゅ
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ょ
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お
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え
し
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す
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ク
な
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感
す
る
作
品
、
図

書
館
川
柳
な
ら
で
は
の
作
品
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

＊毎年恒例のリサイクル市 !今年も「九重の自然を描く絵画展」開催期間中に行います。
　絵画を見た後は本や雑誌はいかがですか？※お持ち帰り用の紙袋などをご用意しておいでください。
＊雑誌は2年前のものになります。＊残りが少なくなりましたら、図書館入口の「善意の本棚」に移動します。

★9月のボランティアグループは「チームそらまめくん」でした。
★10月は「スター」のみなさんです。（10月 14日予定）
　＊＊＊きょうだいやお友達とぜひ遊びに来てください♪お待ちしています＊＊＊

●本と雑誌のリサイクル市

●「おはなし会」は毎月第二土曜日に開催中！（午前10時30分～11時）

広報ここのえ　９月号17

【募集期間】９月５日（火）～ 10月 14 日（土）　（応募用紙は図書館にあります。）
【展示期間】10 月 17 日（火）～ 11 月 26 日（日）※入選発表は 11 月 7日 ( 火 ) からになります。
【投句条件】●子どもから大人まで、誰でも。●一人３句まで。●ペンネームＯＫ。
　　　　　●テーマ＜図書館・本・読書＞●すでに発表されているものはご遠慮ください。
【選　　者】★こごりゅうしょう先生（優秀賞、佳作、入賞）★図書館利用者人気投票（ここちゃん賞、のえちゃん賞）
【各　　賞】◎優秀賞 3句（図書券 1000 円）◎佳作 3句（図書券 500 円）◎入賞 10 句（粗品）
　　　　　◎ここちゃん賞（一般向け粗品）◎のえちゃん賞（子ども向け粗品）

期間：10月 16 日 ( 月 ) 午前 9時～ 10 月 21 日 ( 土 ) 午後 4時 30 分

募
集
要
項
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心の扉

人権

　　　　　　　　　　

　

　　　

　　　　

　第３回目となる「なるほど“ザ”人権講座」が、８月24日
（木）に開催されました。今回も、講座内容や受講生の声
などをこの「心の扉」のコーナーで皆さんに紹介します。

　第３回講座のテーマは、「部落差別の歴史を知る」。講
師に、淮園小学校教諭の小西尚史さんを迎え、「学校で子
どもたちがどんな風に部落差別を学んでいるか」、という
切り口から、講座に参加している私たち大人に向けての部
落差別の歴史の授業を行っていただきました。差別により、
着るものにまで厳しい制約を受けてきたが、石庭や能・狂
言といった日本文化の発展や、解体新書の出版に重要な役
目を果たした人がいたという、優れた文化・技術を創造し
てきた側面を学びました。
　また、明治になって出された『解放令』により身分制度
が廃止されたにもかかわらず、差別が一層強まったことや
反対一揆が起きたことについても学びました。

講演後の受講生アンケートでは、以下のような記述があり
ました。（一部抜粋）

・差別の始まりは身分差別からだったことを初めて知りま
した。
・歴史の古さ、差別の根深さを改めて知った。
・同じ人間なのになぜ仕事などで差別されなければならな
いのか、不条理さを感じた。
・差別することにより自分のほうが上だと思っている事が
こわいと思いました。
・部落差別がなくならないのはプライドのせいもあるのか
なと思った。
・部落差別が今も続いているのが辛い。同じ人間であるこ
とに間違いないのに。

そのほかに、全体を通じて難しかったという意見もありま
した。
また、現在まで差別が残っている理由としては、身分制度
が無くなると差別の対象が自分に向くかもしれないという
危機感や、自分たちと同じになることが受け入れられない、
納得できないという気持ちがあるのでは？という議論が交
わされました。
次回は「差別の現実に学ぶ」をテーマに開催します。

紙面の都合上、詳細について掲載することができませんが、
ご質問等がございましたら、社会教育課（☎76－3823）
までお問い合わせください。

No.255

心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

2017 第 3回なるほど “ザ”人権講座

環境省アクティブ・レンジャーパネル展
「アクティブ・レンジャーってどんな仕事？

　知れば知るほど見えてくる！九州の多彩な自然と生きもの」

　アクティブ・レンジャー（通称：AR）とは、国立公園の管理や希
少生物の保護活動を担う環境省の自然保護管（レンジャー）の補佐役
をしています。
　今回のパネル展では、九州各地
で活躍する ARたちの視点から九
州の美しい自然と、各地区の特色
ある取り組みを紹介しています。
  
【展示期間】 ９月 30日（土）まで
【展示場所】九重文化センター
                   ホワイエ（ホール入口前）

お問い合わせ　　九重文化センター　☎７６－３８８８

お問い合わせ　　教育振興課　教育指導グループ　☎７６－３８３４

九重文化センターからお知らせ

教育振興課からお知らせ
平成30年度使用　小学校「特別の教科　道徳」教科用図書の採択結果のお知らせ

 平成30年度から小学校では道徳が教科化されるのに伴い、
平成30年度使用小学校「特別の教科　道徳」教科用図書を九
重町教育委員会で採択しましたのでお知らせします。採択結
果は左記のとおりです。

■種　　　　目　特別の教科　道徳
■発 行 者 名　株式会社　光文書院

開催中



ふるさとの
文化財探訪

第41回

　

奈
良
の
正
倉
院
に
、
玖
珠
の
名
が
残
る
資
料

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、天
平
９
年
（
７
３
７
年
）
の
記
録
で
、

玖
珠
郡
の
収
入
と
支
出
の
報
告
で
す
。

　
『
豊
後
の
国
正
税
帳
』
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
、
紫
草
（
ム
ラ
サ
キ
）
と
い
う
植

物
が
出
て
き
ま
す
。

初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て
白
い
花
を
咲
か
せ
る
多

年
草
で
、
古
く
か
ら
薬
や
染
料
と
し
て
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
聖
徳
太
子
の
制
定
し

た
冠
位
十
二
階
の
冠
色
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
最
上
位
は
「
大
徳
」
こ
い
む
ら
さ
き
で
、
二

位
の
「
小
徳
」
は
、
淡
い
む
ら
さ
き
）
で
す
。

こ
の
紫
草
の
根
を
使
っ
た
染
物
を
紫
根
染
と
い

い
ま
す
。

　

推
古
天
皇（
６
０
８
）の
こ
ろ
に
小
野
妹
子
が
、

随
史
を
伴
っ
て
中
国
か
ら
帰
国
し
て
伝
え
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紫
草
は
、と
り
ま
き（
種
を
採
っ
て
保
存
せ
ず
、

す
ぐ
に
ま
く
）
以
外
で
は
発
芽
率
が
極
端
に
悪

く
、
暑
さ
や
日
差
し
に
弱
い
う
え
、
染
め
る
作

業
は
大
変
な
労
力
と
日
数
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
番
人
を
置
く
な
ど
厳
重
に
管
理
さ

れ
、
紫
根
染
は
、
高
貴
な
者
の
み
許
さ
れ
た
「
禁

色
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
豊
後
の
国
正
税
帳
』
の
中
に
も
、
国
司
が
部

下
を
つ
れ
、
植
え
付
け
・
生
育
状
況
・
根
ほ
り
な
ど
、

３
期
に
わ
た
り
来
た
事
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

製
法
は　

①
紫
の
根
を
お
湯
に
つ
け
30
分
お
く
。

②
臼
で
粉
末
に
し
て
、
麻
の
袋
に
入
れ
お
湯
を

　

か
け
る
。

③
お
湯
を
入
れ
、
凹
凸
の
あ
る
板
の
上
で
色
を

　

も
み
出
す
。

④
色
を
湯
の
中
に
入
れ
、
糸
や
布
を
染
め
る
。

⑤
水
で
洗
い
椿
の
灰
汁
（
中
性
）
で
定
着
さ
せ
る
。

　
（
④
〜
⑤
を
繰
り
返
す
。）

⑥
同
じ
作
業
を
４
日
〜
５
日
繰
り
返
し
完
成
で

　

す
。

　

触
媒
に
よ
っ
て
色
が
変
わ
り
ア
ル
カ
リ
性
で

は
青
紫
に
、
酸
性
で
は
赤
紫
に
発
色
し
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
、「
江
戸
紫
」
や
「
京
紫
」
な
ど

生
ま
れ
る
な
ど
、
紅
花
、
藍
と
と
も
に
日
本
の

三
大
色
素
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
染
め
た
布
を
頭
に
巻
き
病
気

平
癒
す
る
風
習
ま
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
合
成

染
料
が
登
場
す
る
と
、
商
業
的
価
値
を
失
い
、

紫
草
自
体
レ
ッ
ト
デ
ー
タ
ー
ブ
ッ
ク
１
Ｂ
に
ラ

ン
ク
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
歴
史
の
中
に
埋
も

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

万
葉
集
に
は
、「
あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標
野

行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
」額
田
王
。（
紫

草
の
生
え
た
野
を
あ
っ
ち
に
行
っ
た
り
こ
っ
ち

に
行
っ
た
り
し
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
を
な
さ
っ

て
。
野
の
番
人
に
見
ら
れ
て
し
ま
う
で
は
な
い

で
す
か
、
あ
な
た
が
私
に
袖
を
振
る
の
を
）
と

詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

―紫草（ムラサキ）――紫草（ムラサキ）―

募集住宅：町営青山住宅
住　　所：九重町大字
　　　　　右田785番地の1
募集戸数：１戸（３階）
間 取 り：３LＤＫ

募集住宅：町営松岡台住宅
住　　所：九重町大字
　　　　　右田3150番地
募集戸数：高齢者向け１戸（１階）
間 取 り：２ＤＫ
※オール電化住宅　ＩＨクッキング
ヒーター（20Ａ据置タイプ）が必要です。

募集住宅：町営恵良住宅
住　　所：九重町大字松木5353番地の１
募集戸数：高齢者向け1戸（２階）、
　　　　  一般向け1戸（2階）
間 取 り：２ＤＫ（高齢者向け）、
　　　　   ３LDK（一般向け）
※オール電化住宅 ＩＨクッングヒーター
（20Ａ据置タイプ）が必要です。

【注　意】松岡台住宅、恵良住宅の高齢者向けは 60 歳以上の方のみ申込できます。

建設課からお知らせ

入居予定日11月１日（水）
※申込みに際しては、所得制限等の要件があります。応募が複数の場合は抽選会を行います。

※申込書は九重町役場建設課に用意しています。なお、町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、
　入居できません。

1 2 3
町 営住宅入 居者募 集

申込み・お問い合わせ 　　建設課　管理水道グループ　☎７６－３８１１

広報ここのえ　９月号19

【募 集 期間】
9月19日（火）～29日（金）午後５時まで

文化財調査員　後藤浩二

し
ょ
う
そ
う
い
ん

て
ん
ぴ
ょ
う

し
ょ
う
ぜ
い
ち
ょ
う

し
こ
ん
ぞ
め

む
ら
さ
き
の

の
も
り

し
め
の

ぬ
か
た
の
お
お
き
み



各
種
相
談
・
研
修

県
下
一
斉

司
法
書
士
法
律
相
談

■
日
　
時
　
９
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所

　
く
す
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　

（
玖
珠
自
治
会
館
）

■
相
談
担
当
者

　

大
分
県
司
法
書
士
会
会
員

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９

大
分
県
行
政
書
士
会

日
田
支
部（
無
料
相
談
会
）

■
日
　
時
　
10
月
５
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
　
所　
九
重
町
役
場　
３
階

　
　
　
　
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　

　

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許

認
可
申
請
、
生
活
及
び
老
後
の

心
配
事
な
ど　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

会
（
担
当　

穴
井
）

　
　
　
　
　
☎
７
２‐

４
６
８
０

行
政
無
料
相
談
会

行
政
相
談
週
間

　
　
　
〔
10
月
16
日
〜
22
日
〕

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
身
近

な
相
談
窓
口
で
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ

と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
11
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
2
時
〜
４
時

■
場
　
所　
飯
田
公
民
館

■
行
政
相
談
委
員

　

甲
斐
素
純
さ
ん

　

☎
７
６‐

３
２
５
４

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

総
務
省
大
分
行
政
評
価
事
務
所

　

【
行
政
苦
情
１
１
０
番
】

　

☎
０
５
７
０‐

０
９
０
１
１
０

　

【
行
政
相
談
受
付
】　

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/
hyouka/gyousei-form

.htm
l
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
が
日
常
生
活
の
中

で
の
様
々
な
悩
み
や
、
差
別
を

受
け
た
と
感
じ
た
方
な
ど
か
ら

相
談
を
受
け
、
解
決
す
る
た
め

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
19
日
㈭　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所　
九
重
町
役
場

　
　
　
　
　
３
階
会
議
室

精
神
保
健
福
祉
相
談

（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
日
　
時
　
10
月
12
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

■
場
　
所
　

　

大
分
県
玖
珠
総
合
庁
舎

　
３
階　

小
会
議
室

■
内
　
容
　

　　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及

び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に

よ
る
医
療
相
談

■
そ
の
他

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

西
部
保
健
所
に
予
約
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
西
部
保
健
所

　

地
域
保
健
課　

　
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３

青
少
年
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

巡
回
相
談

　
■
日
　
時
　
10
月
11
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
　
所
　

　

く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル　

２
階　

健
康
総
合
相
談
室

■
内
　
容
　

・
ひ
き
こ
も
り
等
の
社
会
的
自
立

に
悩
み
を
持
つ
方
ま
た
は
、
そ

の
ご
家
族
に
対
し
て
社
会
福
祉

士
等
の
専
門
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

・
必
要
に
応
じ
て
県
内
の
支
援
機

関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
へ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

■
対
　
象

　

本
人
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

■
受
付
方
法
　

　

〔
予
約
制
〕
月
曜
〜
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分

■
相
談
料
金　
無　

料

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　

青
少
年
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７‐

５
３
４‐

４
６
５
０

悩
ま
ず

　
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

　

大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
、
賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件

な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
電
話
、
来
所
で
の
相
談

を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

　
10
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯

■
受
付
期
間

平　

日

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　

（
来
所
の
受
付
は
午
後
６
時
30

分
ま
で
）

土
・
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
来
所
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

※

土
・
日
曜
日
の
来
所
の
場
合
の

出
入
り
口
は
県
庁
舎
本
館
裏
玄

関
■
相
談
方
法
　

・
電
話
相
談　

０
９
７‐

５
３
６

‐

３
６
５
０
（
相
談
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
）

・
来
所
相
談　

大
分
県
労
働
委
員

会
事
務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館

７
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
５
１

認
定
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

■
日
　
時
　
10
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
　
所
　
九
重
町
役
場

　
　
　
　

３
階　

３
０
２
会
議
室

■
内
　
容

相
続
や
登
記
の
名
義
等
に
関
す

る
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ

ル
等
の
様
々
な
法
律
紛
争
に
関

す
る
ご
相
談

■
そ
の
他

　

原
則
予
約
不
要
（
但
し
予
約
者

優
先
）

※

予
約
が
な
く
て
も
当
日
の
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
た
だ

し
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
い

た
方
と
相
談
時
間
が
重
複
し
た

場
合
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
主
　
催

　

大
分
県
司
法
書
士
会
青
年
の
会

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
司
法
書
士
会
青
年
の
会

　

九
重
町
無
料
相
談
会
事
務
局

（
担
当　

大
野
）

　

☎
７
７‐

６
２
８
２

平
成
29
年
度

い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

Ｄ
Ａ
Ｙ
の
開
催

　■
日
　
時
　
10
月
２
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　

（
閉
園
は
午
後
９
時
）

暮らしの情報　●

20広報ここのえ　９月号

そ
の
他
の
募
集・お
知
ら
せ
等



●　暮らしの情報

各
種
資
格
・
試
験
等

■
会
　
場
　
県
営
都
市
公
園
内

　
　
　
　
　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

■
内
　
容
　

　

「
都
市
緑
化
月
間
」（
10
月
１

日
〜
10
月
31
日
）
の
取
組
の
一

環
と
し
て
、「
い
き
い
き
グ
リ

ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
県
営

都
市
公
園
内
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン

ド
に
て
開
催
し
ま
す
。
苗
木
や

花
の
種
の
無
料
配
布
、
豪
華
賞

　

品
が
当
た
る
大
抽
選
会
な
ど
、

　

緑
や
公
園
に
つ
い
て
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

■
参
加
方
法
　

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入
り
ロ
チ

ケ
ッ
ト
売
り
場
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
証
明
書
等
は
不
要
で

す
。
何
名
様
で
も
無
料
で
ご
入

園
で
き
ま
す
。（
駐
車
料
金
は

別
途
必
要
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
公
園
・
生
活
排
水
課

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

４
６
６
４

９
月
24
日
〜
30
日
は
結
核
予

防
週
間
で
す

　

　

〜
結
核
は
過
去
の
病
気

　
　
　
　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜

　

日
田
玖
珠
地
域
で
は
、
平
成
27

年
度
は
26
人
、
平
成
28
年
は
19

人
が
新
た
に
結
核
と
診
断
さ
れ

て
お
り
、
全
国
や
大
分
県
内
の

他
の
地
域
と
比
べ
る
と
患
者
さ

ん
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
ん
な
と
き
は
病
院
へ

　
・
せ
き
が
２
週
間
以
上
続
く

　
・
た
ん
が
出
る

　
・
微
熱
が
続
く

　
・
体
が
だ
る
い

　
・
胸
が
痛
い

　
・
急
に
体
重
が
減
る

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
西
部
保
健
所

　

地
域
保
健
課　

疾
病
対
策
班

　

☎
０
９
７
３‐

２
3‐

３
１
３
３

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
一
斉
強
化
週
間

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰

平　

日　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号

　

０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０

（
全
国
共
通
／
大
分
地
方
法
務
局
）

■
相
談
内
容
　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
つ
き
ま
と
い

（
ス
ト
ー
カ
ー
）、
そ
の
他
の

人
権
問
題

■
担 

当 

者
　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
標
記

以
外
で
も
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
専
用
電
話
（
０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０
）
又
は
面
談

に
て
、
常
時
相
談
に
応
じ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
３
６
８

大
分
県
交
通
事
故
相
談

（
無
料
）

　

被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事

故
・
物
損
事
故
、
何
で
も
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
は
も
ち

ろ
ん
、
面
接
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

【
電
話
・
面
接
相
談
】

相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午　
　

　

午
後
１
時
〜
５
時
15
分

　
※

面
接
時
間
は
、
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所　
大
分
県
庁　

別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
生
活
環
境
部

　

生
活
環
境
企
画
課

　

☎
０
９
７‐
５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

相
談
日　
毎
週
第
２
火
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

※

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
変
更
有

場
　
所　

大
分
県
西
部
振
興
局

（
日
田
市
城
町
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
西
部
振
興
局

　

（
日
田
市
城
町
）

　

☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０

労
働
講
座
「
無
期
転
換
の
準

備
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

■
日
　
時
　
10
月
11
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
　
所
　

　

日
田
総
合
庁
舎 

大
会
議
室

■
内
　
容　
有
期
雇
用
契
約
者
の

無
期
転
換
ル
ー
ル
に
つ
い
て

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　

大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課

　

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
３
５
３

出
前
県
議
会
「
議
員
と
語
ろ

う
イ
ン
西
部
地
域
」

県
議
会
で
は
議
員
が
各
地
域
に

伺
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
な
ど
を
直
接
お
聞
き
す
る
出

前
県
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
県
西
部
の
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
」
で
す
。

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。　

■
日
　
時
　
10
月
17
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
　
所　
ホ
テ
ル
ソ
シ
ア

　

（
日
田
市
元
町
17‐

３
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
大
分
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

　

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
０
３
５

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

日
田
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の

あ
る
制
度
で
す
の
で
、
是
非
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

①
10
月
26
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

　
（
日
田
税
務
署
２
階
会
議
室
）

②
10
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

　
（
玖
珠
町
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル
）

③
10
月
27
日
㈮
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
九
重
町
役
場 

３
０
１
会
議
室
）

■
そ
の
他

　

会
場
の
席
数
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
参
加
の
際
は
事
前

に
下
記
の
窓
口
へ
お
申
込
み
願

い
ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
　

日
田
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
９
８
９

平
成
29
年
度

大
分
県
職
員
採
用
選
考

　■
職
　
種
　

　

学
芸
員
（
近
・
現
代
美
術
）

■
採
用
予
定
者
数　
１
名

■
受
付
期
間
　
10
月
25
日
㈬
ま
で

■
第
１
次
試
験
日
　
11
月
19
日
㈰

※

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
県

庁
受
付
等
で
配
布
（
大
分
県
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

の
選
考
要
領
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
３
０
５

広報ここのえ　９月号21



企画調整課からお知らせ

22広報ここのえ　９月号

平成 30年度里のくらし支援事業募集
安心して住み続けられる地域づくりに取り組んでみませんか？
里のくらし支援事業の実施を希望する行政区等を募集します。詳しい内容については、下記までお問い合わせください。

　高齢化が進行するなかで、小規模集落、振興山村及び辺地区域の地区（行政区）生活を守るため、安全・
安心な暮らしの確保につながる取り組みを支援する事業です。
　具体的な取り組みについては、県や町との協議により決定することとなりますが、事業の趣旨を十
分にご理解いただき、詳細な計画が整ってから取り組むようになりますので、申請いただいた年度に
すぐ実施できるとは限りません。

事業対象地区は小規模集落及び振興山村区域、辺地区域が対象となります。

小規模集落とは
　住民の半数以上が 65歳以上である行政区
振興山村地域とは
　山村振興法により指定された地域
辺地地域とは
辺地に係る公共的施設の総合整備のための財
政上の特別措置等に関する法律により指定さ
れた地域

東飯田地区を除く全行政区が対象
但し、東飯田地区の中でも野倉・中須（小規
模集落）田尻（辺地）地区は対象となります

※小規模集落については、基準日（4月 1日）
での算定となるため、年度により対象地区が
異なります。

九重町の
対象地区

平成 30 年度一般コミュニティ助成事業募集
❒本事業は、財団法人自治総合センターが宝くじの受託事業収入を財源として行うものです。
❒地区のまちづくりや伝統行事の継承等に大変有益な事業ですので、活用のご検討をお願いします。
❒平成 30 年度分の募集は平成 29 年 10 月 27 日（金）までとなっており、必要書類が多岐に渡るため、募集を希望する団体は
　必要備品の精査や団体での検討等を早めに行い、事前に御相談頂くとスムーズに申請ができます。

１、助成対象事業
住民が自主的に行なうコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げることを目指すもので、コミュ
ニティ活動に直接必要な設備の整備に関する事業。
例）法被・太鼓・やぐら・椅子・机・テント　等

２、助成要件
・事業実施主体は、市（区）町村が認めるコミュニティ組織であること。
　例）○○青壮年会・○○地区・○○実行委員会　等
・事業実施主体１団体あたり、申請は１件に限るものとする。助成対象事業は、
   平成 30年４月１日以降に実施し、平成 31年３月 31日までに完了する事業とする。

３、助成金
100 万円～ 250 万円までの額で 10万円単位とする。
（10万円未満は団体で負担すること。）

４、助成対象経費
コミュニティ活動に直接必要な設備の整備に要する経費。ただし、建築物（備品収納用の簡易な物置は可）、消耗品は対象外とする。

５、その他
・本事業が宝くじの受託事業収入を財源として助成されるものであることから、施設又は設備若しくはイベント等ソフト事業の
ポスター・チラシ・看板等に宝くじの広報表示を行なうものとする。なお、表示にかかる経費は助成対象とする。
・広報誌等を通じ「宝くじの助成金で整備した」、若しくは、「宝くじの助成金で実施する」旨の広報を行なうものとする。
※表示・広報を行なえないものに関しては、助成対象とならない。

大分県
九重町
地元負担額

補助率
15／ 20（3/4）
4／ 20（1/5）
1／ 20

補助限度額
３００万円
８０万円 ◆事業実施を希望する行政区等は、

　早めにご相談ください。

お問い合わせ　企画調整課　自律のまちづくりグループ　　☎７６－３８０７



お詫びと訂正（広報ここのえ 8月号）
広報ここのえの８月号で、記載に誤りがありました。関係者の皆様にご迷惑お
かけいたしましたことを深くお詫びし、訂正をいたします。

31ページ
出生　おめでとうございます

誤　保護者　吉光　桂祐　さん
正　保護者　吉光　佳祐　さん

幸 野 隼 士
佐藤心優汰
佐 藤 千 絆
佐 藤 優 羽
杉 山 　 湊
諏訪結輝翔
武 石 乃 蒼
手 島 健 太
手 島 大 翔
野 中 　 昂
矢幡優理菜

（敬称略）

男
男
女
女
男
男
女
男
男
男
女

粟野本村
粟野本村
桐 木
都 原
引 治 二
桐 木 四
恵良団地
南 区
南 区
見 良 津
奥 野

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

秀司
隆則
佑樹
広嗣
徹
佑太
洋平
彰弘
大地
智幸
直喜

こう　 の　 はや　 と

さ  とう  こ　う　た

さ 　とう　せ　　な

さ 　とう　ゆ　　う

すぎ　やま　　  みなと

す　わ　 ゆ　き　と

たけ　いし　の　　あ

て　 しま　けん　た　

て　 しま　は  る  と

の　なか　　　すばる

や　はた  ゆ　り　な

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72−2141　● 火災の確認は ☎72−5100

● 

病
　
院

９月

10月

17日
18日
23日
24日
１日
８日
９日
15日
22日
29日

９月

10月

17日
18日
23日
24日
１日
８日
９日
15日
22日
29日

72-2135
77-6121
72-2466
73-2030
72-2143
72-1127
72-7100
78-8811
76-2711
72-6101

春日町
野 上
森
北山田
春日町
塚 脇
山 田
町 田
恵 良
塚 脇

電　話住　所 医療機関名日月 ● 

歯
科
医

0973-22-0320
0973-22-0222

72-5983
0973-22-3034
0973-24-6347

72-0214
0973-22-2556
0973-22-0075
0973-57-2102

72-1020

日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町

電　話住　所 医療機関名日月

８月１日〜８月末日届出分

人口と世帯

人 の 動 き人 の 動 き

人口
  男
  女
世帯
　　　　（　）は前月からの増減

9,770  人
4,640  人

  5,130  人
3,905 　 

（−20）
（−９）
（−11）
 （ +１）

麻 生 節 子
有 吉 　 堯
楳 木 孝 洋
惠　藤　サカヱ
河　野　シヅ子
髙　倉　ナツノ
時　松　サカヱ
時 松 尊 博
時 松 宏 彰
友 成 玲 子
中 霜 貞 子
𠮷 光 由 𠮷
岡　嶋　ナツ子
日　野　トキヱ

81
94
57
94
104
89
84
78
30
88
95
84
101
96

見 留
荻 釣 下
串 野 下
見 良 津

西
重 原
小 久 保
下 畑
奥 郷
川 西 三
書 曲 二
桐 木 三

旭
滝 上

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積　271.37㎢　／　町の木　くぬぎ　花　ミヤマキリシマ　鳥　カッコウ

★都合で変更する場合があります。

高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック

内 川 歯 科 医 院
おおくら歯科医院
井上第２歯科医院
武 内 歯 科 医 院
川 津 歯 科 医 院
相 良 歯 科 医 院
桑 野 歯 科 医 院
アペックス歯科
小 野 歯 科 医 院
是 永 歯 科 医 院

2017 年９月・10 月休日当番医

地区別
件数

物損
事故

件数計
人身事故

死者 負傷者交通安全
0

0

0

0

0

0

13
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6
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17

40
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52

231

17

46

128

58

249

東飯田
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飯　田

南山田

計

　毎年この時期は台風による被害が発生していま
す。予想が困難な地震と違って、台風は到達時期
や規模がある程度予測できます。

　しかし、局地的な豪雨のように予想が難しいものもあり被害が出ている
ことも事実です。被害を最小限にするためには日頃の心構えと万全の備え
が必要です。
１．気象情報の収集
　日頃からテレビやラジオ、防災無線等の
気象情報や注意報に耳を傾けましょう。
２．屋外の点検
　窓や雨戸の補強や、物干し竿、植木、小物など、飛ばされやすい物を
室内に取り込むか固定するなどの対策をしておきましょう。
３．避難する時
　単独行動は避け地域の人 と々協力し合って避難しましょう。避難の際は、
もっとも安全な道順を選んで避難しましょう。また避難に必要な最小限の
非常持出し品（懐中電灯やラジオ、貴重品等）を準備しておきましょう。
　台風が去っても増水した河川や用水路、また、土砂災害の危険がある場
所等には近づかないようにしましょう。

こちら
119番
こちら
119番

（2017年８月末現在）

町内地区別事故発生状況（累計、属地）

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

台風に備えて
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